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.3面…本のリサイクルフェア
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を報告します

市
民
参
加
で
計
画
づ
く
り

金目川の控

¥ 
松延小

.パス 平塚駅北口;f.j書館から秦野駅

行曹、「南原土手J下車徒歩約10分(j 

番線からも「病原土手Jに停車するパ

スが畠ります).大人片道190円

「金目川の控え土手」
別名「あばれJIIJ 

と呼ばれた金目川は、

大雨が降るとすぐに

堤防が決壊してしま

う川で有名でした。

洪水の被害を最小

限にくい止めるため

江戸時代中ごろ築か

れたこの控え土手は、

市内に残る最も大規模な

控え土手としてほぼ完全

芯姿を今に伝えています。

山
村
高
治
さ
ん
(
長
持
)

こ
の
緑
辺
の
あ
た
り
は
、
昭

和
三
十
年
代
ま
で
は
家
も
少
な

く
、
田
ん
ぼ
の
水
路
沿
い
に
自

然
の
木
キ
が
ひ
と
す
じ
あ
る
と

い
っ
た
感
じ
の
場
所
だ
っ
た
ん

切り落とした枝を利用した昆虫類の小
空間。カブトムシも来るかな?。

で
す
。
木
の
杭
矧
は
今
で
も
三

十
以
上
あ
り
ま
す
ね
の
中
で
も

春
先
に
滞
紫
色
の
花
を
つ
け
る

「
ふ
じ
」
や
「
ア
ケ
ビ
」
は
き
れ

い
で
す
よ
。

こ
こ
の
木
々
は
、
地
域
の
大

切
な
財
産
な
ん
で
す
υ

そ
ん
な

み
ん
な
の
思
い
を
計
阿
に
盛
り

込
ん
で
、
こ
の
よ
う
に
背
か
ら

の
木
々
を
い
か
し
た
緑
道
が
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。
身
近
に
自

然
が
あ
る
っ
て
い
い
で
す
よ
ね
。

h
p
グ
思
い
が
が
つ
ま

内
藤
勇
こ
さ
ん
(
鍾
)

緑
道
の
計
画
づ
く
り
は
、
地

域
の
み
な
さ
ん
の
主
導
で
進
め

ら
れ
た
ん
で
す
よ
。
実
際
に
歩

き
な
が
ら
、
意
見
を
交
わ
し
あ

っ
て
ね
。
手
す
り
を
つ
け
た
り
、

ゆ
る
や
か
な
ス
ロ
ー
プ
を
作
っ

た
り
と

「だ
れ
も
が
安
心
し
て

快
適
に
利
用
で
き
る
施
設
に
し

よ
う
」
と
い
う
思
い
が
あ
ち
こ

ち
に
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

季
節
の
花
が
い
っ
ぱ
い
植
え

て
あ
る
の
も
魅
力
で
す
ね
。
ウ

メ
、
サ
ク
ラ
、
ア
ジ
サ
イ
:
・花

を
見
て
い
る
と
心
が
和
ん
で
い

い
で
す
よ
ね
り
こ
れ
か
ら
は
、

こ
の
線
道
を
地
域
の
交
流
の
場

と
し
て
も
利
用
し
て
い
き
た
い

全長740mの纏緑道の入り口はここ。
往復約30分の散策を楽しもう!

」彊
叶ふ

H
M

。

ぶ
す

結
で

志
屯

λ
ノ

道
そ

緑
れ

纏
ま

と
生

周
回

&
u

公
流

町
交

み
い

キ

q
'u

か
新

持長
橋

ーコ

交流ふれあい広場にあるベンチは災害
時に、トイレとして利用できます。

花壇に，~マツバギクなど270株を植え
ました。春の開花が楽しみですね。

こ
の
緑
逃
が
で
き
た
こ
と
で

子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
場
も
い

っ
そ
う
広
が
る
と
思
い
ま
す
。

親
子
で
昆
虫
や
植
物
の
話
を
す

る
の
も
い

い
で
す
し
、
富
士
山

や
丹
沢
を
パ

ッ
ク
に
写
生
会
や

搬
影
会
を
聞
く
の
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
経
験
を

し
な
が
ら
、
こ
の
緑
道
を

「自

分
た
ち
の
み
ち
」
と
し
て
い
つ

ま
で
も
守
り
育
て
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

て
い
ま
す
‘

で
す
ね
。
に
ぎ
や
か
な
声
が
聞

こ
え
る
の
が
楽
し
み
で
す
よ
。

そ
れ
か
ら
、
「
ま
と
い
さ
ん
ぽ

み
ち
」
っ
て
い
う
愛
称
は
、
地

一冗
の
小
学
校
二
年
生
の
男
の
子

が
つ
け
て
く
れ
た
ん
で
す
。
や

わ
ら
か
み
の
あ
る
い
い
名
前
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
。

晴
れ
た
日
に
は
こ
こ
か
ら
大

山
が
き
れ
い
に
見
え
ま
す
。
ぜ

ひ
、
み
な
さ
ん
も
散
策
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

尼100=護法鷲合.10腕手霊荒まfiJA@&fJJlffJ<平成12年9月18現在O内l喜朗月比〉 ・人口 254.016(+ 122) ・世清 93.728(+ 143) 
F世国努調査による人口集計中のため‘人口と也僑数は9月1日i見廷のものを最新情報としてお知らせしています
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来
年
四
月
か
ら
新
た
に
保
育
園
に

入
所
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん
が
い
る

家
庭
に
「
入
所
申
込
瞥
」
を
お
配
り

し
ま
す
。
お
配
り
す
る
際
に
、
家
庭

の
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、
保

護
者
の
方
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
入
国
中
の
お
子
さ
ん

を
引
き
続
き
入
国
さ
せ
た
い
方
に
は
、

後
日
各
保
育
園
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

マ
申
込
書
の
配
布

ロ
月
1
日
(
金
)

か
ら
各
保
育
園
、
児
童
福
祉
課

(市

役
所
1
階
⑪
番
窓
口
)
で
お
配
り
し

ま
す

マ
受
け
付
け
期
間

平
成
日
年
1
月

四
日
(月
)
i
m日
(
金
)
、
午
前
9
時

1
午
後
4
時

マ
受
け
付
け
場
所
市
民
ホ
1
ル
(市

役
所
1
階
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、

児
童
福
祉
課

(g
nー

9
6
1
2
)
へ。

施設名 所在地 定員

平塚保育園 宮の前4-13 120人
柳町保育園 平塚4-20-1 90人
明石町保育園 明石町15-16 90人

社~ 
白百合保育園 立野町31-24 60人
あさひ保育園 河内310 120人
機内保育園 機内3824 120人

福祉法 いずみ保育園 万田476 120人
金目保育園 北金目459-1 120人

人 八幡保育園 四之宮235 120人
※八幡保育園分園 四之宮235 29人

私立
大町保育園 根間坂737・2 90人
ゅうかり保育園 岡崎449-2 90人

) 

※中原保育園 中原2・3-41 120人
高村保育園 高村209 120人
富士見保育園 平塚5-22-50 120人
みどり保育所 四之宮372 120人
もんもん保育園 花水台12-28 45人

神田保育園 田村1466-2 90人
金田保育園 入野112-3 90人
須賀保育園 高浜台9-1 90人

市 南原保育園 南原1・5-3 90人
立 吉沢保育園 上吉沢331 60人

保育園
花水台保育園 花水台10-21 90人
しらさぎ保育闇 束中原2-14-2 90人
夕陽ケ丘保育園 夕陽ケlI10・7 90人
若草保育園 横内2401 90人
大神保育園 大神2056 60人

保育園一覧表

※八幡保育園分園は同闘北倶IJに平成13年4月開園予定。
中原保育園は平成13年4月に南豊田(県道平塚伊勢原
線南豊田交差点そば)に移転予定

遠
藤
原

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

と
下
水
上

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

で
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

捌
査
の
結
娘
、
左
下
表
の
と
お
り
、

平
成
十
三
年
一
月
十
五
日
か
ら
既
設

処
分
場
に
適
用
さ
れ
る
水
質
排
出
基

準

(
一川町
占
め
た
り
十
ピ
コ
M
ラ
)
を
下

主
な
項
目

主
忽
項
目

4 

主
な
項
目

3 

回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
実
施
し
た
処
分

場
周
辺
の
井
戸
な
ど
で
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
調
査
の
結
来
も
水
質
環
境

基
準

(
古
川
あ
た
り

一
ピ
コ
M
ラ)
を
下

回
り
ま
し
た
。

※
一
ピ
コ
M
ラ
(
問
)
は
、

一
兆
分
の

一

一
日
ラ
で
す

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
管
理
課

(内
線
2
2
3
8
)

へ
。

探水場 所 間査結果 基準値

遠藤原地下水井戸(処分場周辺場内) 0.065 1 (環境基準)

遠藤原地下水場内地下水 0.16 1 (環境基準)

遠藤原放流水水 処理設備処理水 0.00022 10(排出基準)

遠藤原水路 処分場などからの排出水 0.28 1 (環境基準)

遠藤原座禅川水路との合流付近 0.36 1 (環境基準〉

下水上地下水場内井戸 0.065 1 (環境基準)

下水よ放流水水処理 設 備 処 理 水 0.11 10(排出基準)

ダイオキシン類の調査結果

※
単
位
は
悶
l
T
E
Q/
L

市議会を傍聴しτみませんか
~市議会12月定例会は11月27日から12月18日まで開会します~

O本 会調 初日 11月27日
。本会構(総括質問) 12月5日-8日
。常任委員会 12月 11日.12目

。本 会醜費量終日 12月 18日

※開会は午前10時の予定です

市鶴会の会議は、原則としてどなた

でも自由に傍聴できます。本会議の傍

聴は、専用の入り口が議事裳北側 2階

にあり、磁場へは傍聴者名簿に住所、

氏名を配入していただくだけで入場で

きます。ただし、傍聴席は本会議場が

76席、委員会室が 9席程度ですので、

団体の場合は事前に議会事務局までと

連絡ください。

平塚市では、平成11年4月から第3次行政改革に取り組んでいます。第

3次行 政改革の実施期間は、平成14年3月までで、推進事項は 全 部 で108
項目あります。このうち、平成11年度は100項目に着手し、次のとおり、

取り組みの成果がまとまりましたのでお知らせします。

国 企画課(ft21-8760)

《重点的に取り組む事項の実施状況》
女職員 定数の削減 ・定員適正化計画を策定し、民間委託の推進や弾力

的な職員の活用により、平成15年度までに職員定数の6%削減に取り

組んでいます。平成10年度に比べ平成11年 度 は5人削減しました

食事業評価システムなどの導入 ・-ー事務事業再評価について制度化し、

事務事業を見直し、平成12年度の予算編成に反映しました。また、行

政運宮上の課題について検討するため、行政運宮改善システムを制

度化し、「窓口対応」 について庁内で検討しました

'*財政構造の弾力性の確保-人件費や扶助賀、公債費など、経常的に

支出しなければならないものについて削減を図るとと もに、市税など

の収納率の向上に努め、財政構造の弾力性の確保をめざしています

剖 8014001の認証取得・・市役所の本庁舎、新館、豊原・松原分庁舎を

対 象に平成11年 10月 1日に環境マネジメントシステムの運用を開始

し、平成12年2月23日に認証を取得。職員の意識改革を図り、省資源・

省エネルギーを推進しています

《推進事項ごとの主な効果》
1 ・務事難の盤理・合理化恕どく2，826万 円 〉

全 ・清掃業務などの委託業務の見直し・・・・・・・・ ー・ーー・........1，353万2千円

な -自治会からの資源ごみの買い上げ単価を6円50銭から6円に引き
項 下げ....一.........................................................872万6千円

目 .道路工事の合併発注を推進・・ーーー・・・・・・・一 ......................274万円

2 財政運営の効率化く7傭9千661万 1干円>

-公共工事コスト縮減計画に基づき、公共工事の見直しをし、工

事のコス トを縮減.... ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・4憶2千 185万7千円

.廃水路敷芯ど遊休市有地40件を売却・・・ー・・・ー・ー・.3億5千 717万3千円

-健康診査事業で、今まで無料で実施していた基本健康診査と節

目年齢者のがん 検 診 の 費 用 の 一 部 を 有 料とし、委託料を削減

..1，437万7千円

人件費 の節減芯どく2傭3，208万9千円>

-休日出勤の振り替えなどによる時間外勤務手当の削減。特殊勤

務手当6件の廃 止と4件の見直し...........ーー.......1憶8，378万2千円

・退職者の不補充などによる人件費の削減ーー・・ー .. 4，178万5千円

.公共施設の管理運営などを民間委託することによる賃金の歳出

抑制・・・・・・・・・・・・・・・ー・・ー・・ーー・・ーー・ーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ー・・ ・・・・・ 652万2千円

市民サービスの向上 ・そのほかの成果

・駅前市民窓口センターの開所時聞を平日午後8時まで延長

.茅ケ崎市立図書館との相互利用を開始

-市議会本会議をケーブルテレビ(SCN)で放送開始

-市役所の会議室を平日の夜間および休日に限り、公共性のある

登録市民団体に利用貸し出し

-退職者の不補充や事務事業の見直し、民間委託の推進芯どによ

り5人の職員を削減

・道路損傷箇所チェック通報システムを確立し、道路の安全確保

に努めました

くうし快適メモく連載⑩〉

電話勧誘の家庭教師?
来年度の入学説明会が聞かれるこの時期、自宅に突然「家庭教師をつけて

みませんか」というよう芯電話がかかってくることがあります。

「話を聞くだけなら」とお願いすると、セールスマンが来て、「お子さん

は必ず伸びますJとおだてられ、数年間分 万五孟¥

の教材を買わされてしまいます。途中で家 ('F.・ 1
庭教師が不要になっても、教材は残ったま ¥.rr:'~O' 
まにーー。 、-0

本当に必要拡ものは伺かを冷静に考えて

から契約をしても遅くはありません。この

よう芯勧誘を受けたら、慎重に考えて、行

動するようにしましょう。 回 市民活動推進課(内線2263)

| 消費生活相談:毎週叫掛午後4時/市民欄(市側1階)
電話(内線2293)でも相談できます 調会事務局(君21-8791)

11月26日(日〉午前8時から正午まで、「まちぐるみ大清

掃Jを実施します。自宅のまわりの広場や公園を、みん忽
できれいにしましょう。

※雨天の場合1<*、12月3日(日)に延期します

回

1 1月26日は、まちぐるみお青掃
。問い合わせ先 環境管理課(内線2238)
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図書館の不用本を
無料でお譲りします

図
啓
館
で
不
用
に
な
っ
た
本
や
雑

誌
、
約
二
万

一
千
怖
を
無
料
で
お
限

り
す
る
「
第
三
田
平
塚
市
本
の
リ
サ

イ
ク
ル
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

読
み
た
か
っ
た
本
に
出
会
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

マ
日
時

日
月
初
日

(木
)
午
前
叩
時

稿
霊
品
部
(団

レポータ一
柳川美海江さん

安全でおいしい牛乳を作ります
つのふえかい

夢が膨らむ「角笛会」の若者たち
酪農の安定経営と技術革新そして消費者に安全でお

いしい牛乳を提供したいという心意気が県知事賞、 全

国大会奨励賞をもたらしました。また新たな研究テー

マに挑む酪農後継者「角笛会」に期待して くださし、。

(
午
前
9
時
回
分
か
ら
整
理
券
を
配

布
)
1
午
後
3
時

マ
会
場
中
央
図
昨
館

マ
対
象

個
人
利
用
に
限
る

マ
冊
数

1
人
初
冊
以
内
(
袋
は
各

自
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
)

※
当
日
、
図
啓
館
は
月
末
休
館
日
で

す
の
で
、
図

muな
ど
の
貸
し
出
し
は

い
た
し
ま
せ
ん

お
問
い
合
わ
せ
は
、

中
央
図
書
館

(告

別
1
0
4
1
5
)
へ。

r 

き
ら
D

平
成
十
二
年
度
技
能
者
表
彰
式
を

十

一
月
十
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
の
は
、

一
つ
の
職
種

に
長
く
従
事
し
、
技
能
の
錬
磨
や
後

進
の
育
成
に
努
め
、
そ
の
職
種
の
向

上
や
発
展
に
功
績
が
あ
っ
た
次
の
方

々
で
す
。
(敬
称
略
)

一
技
能
功
労
者
一

犯
人

V
広
告
美
術
士

小
品
辰
夫
V
写
真

平
塚
市
の
踏
出
後
継
者
十
二
人

で
組
織
す
る
「
角
笛
会
」
が
、
平

成
十

一
年
度
神
奈
川
県
民
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
発
表
大
会
で
知
事

賞
、
全
国
大
会
で
は
、
奨
励
賞
と

高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
は
こ
の
一河
笛
会
」
定
例
会

に
出
席
さ
せ
て
も
ら
い
、
受
賞
に

つ
い
て
や
酪
牒
の
現
状
な
ど
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。
研
究
発
表
を
し

た
小
宮
毅
さ
ん
は

「代
表
四
人
で

出
場
し
ま
し
た
が
発
表
の
時
は
、

と
に
か
く
緊
張
し
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は

「搾
乳
後
の
生
乳
の
衛
生
管

理
の
改
普
に
つ
い
て
』
で
し
た
が
、

仲
間
や
湘
商
家
者
保
健
衛
生
所
、

品
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
方
々

の
協
力
が
あ
っ
て
良
い
結
果
を
出

せ
ま
し
た
」
と
周
囲
の
協
力
が
あ

っ
て
の
受
賞
で
あ
る
こ
と
強
調
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

小
水
会
長
は

「
次
は
循
環
型
民

E個明E短長官

市
民
文
芸

み
な
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
文
芸
活
動

の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か

0

.
部
門
と
「
題
」

マ
俳
句

「水
仙
」「
七
五
三」

2
題

あ
わ
せ
て
3
句
ま
で

マ
短
歌
題
は
自
由
、

2
首
ま
で

こ
の
技
百
人

技
能
岩
表
彰

師

増
田
辰
正
、
武
藤
明
世
V
板
金

工

石
崎
正
夫
、
小
川
利
男
V
建
具

職

石
井
田
…

一
V
製
菓
衛
生
師

白

井
登
亀
雄
V
大
工
職

谷
田
部
幸
男
、

草
野
直
袋
、
柴
田
勝
男
、
山
田
降
、
兵

邸
入
郎
、
柏
木
新
作
、
石
垣
間
山、間
山田

容
雄
、
鈴
木
平
造
V
左
官
職

石
岡

兼
腐
、
長
谷
川
蕗
之
、
津
田
久
嗣
V
と

び
職

小
清
水
茂
V
配
管
工

藤
川

業
を
目
指
し
て
乾
燥
た
い
肥
作
り

が
限
組
で
す
」
と
意
欲
を
披
露
。

都
市
化
す
る
環
境
で
の
酪
民
経

常
の
離
し
さ
な
ど
様
々
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
会
の
み
な
さ
ん
で
す

が
、
明
る
い
笑
顔
と
力
強
い
言
葉

に
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

酪
出
家
で
良
か
っ
た
と
思
う
こ

と
は
?
と
附
く
と
、

「と
に
か
く

牛
が
好
き
で
特
に
雌
牛
が
生
ま
れ

た
と
き
は
う
れ
し
い
」
と
み
ん
な

の
声
。
そ
の
ほ
か
に
も

「自
分
の

責
任
で
自
然
の
営
み
の
中
で
仕
事

が
で
き
る
こ
と
」
、
「
子
供
た
ち
の

見
学
や
地
域
の
人
た
ち
の
憩
い
の

場
に
も
な
っ
て
い
る
」
と
次
々
に

良
い
点
が
あ
げ
ら
れ
、
話
が
抑
み

ま
し
た
。

最
後
に
「
安
全
で
お
い
し
い
牛

乳
を
消
費
者
に
供
給
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
!
」
と
語
っ
て
く
れ
た

み
ん
な
の
願
が
印
象
的
で
し
た
。

6 

駅前市民窓口センター

平目、夜8時までやっています
MNピル10階の駅前市民窓口センターでは、平日の

夜8時まで住民票の写しゃ印鑑登録証明哲をその場で

交付しています。会社帰りや夕食後芯どにどうぞ、ご

利用ください。

・開設 時間 平日 午前9時~午後8時

土・日曜日、祝日 午前9時~午後5時

.発行している証明など

1>平日の 午 前9時 ~年ニ後5時 住民票の写し、印鑑登録

証明書、住民票記蹴事項証明、年金現況届、母子健康

手 I慢の交付、公共施設利用受け付け、戸籍謄本抄

本、外国人登録済恒明書、税務諸証明芯ど

じ〉平日の 午 後5時-8時と土・日曜日、祝日 住民票の写

し、印鑑登録証明器、住民票記載事項証明、年金現

況届、母子健康手帳の交付、公共施設利用受け付け、

戸籍謄本・抄本の後日郵送予約

園 駅前市民窓口センター(n22-100 1 ) 

「
冬
の
部
」

マ
川
柳

「
松
の
内
」
に
閲
す
る
も

の
(表
現
は
自
由
)
、
3
句
ま
で

マ
現
代
詩
組
は
向
曲
、
制
字
以
内
、

1
編
ま
で

-
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤

め
、
通
学
の
方

藤
、
浅
倉
幸
男
V
畳
職

佐
々
木
宮

戴

V
理
容
師

小
笠
原
繁
信
、
石
塚

和
弘
V
美
容
師

加
藤

一
江
、
山
口

淑
子
V
調
理
師

鈴
木
官
雄
V
自
転

車
組
立
盤
備
士
山
待
合
俊
平
V
タ
イ

ル
工
荷
藤
昭
一一一
V
電
気
工
事
士

武

井
孝
行
、
木
村
長
司
マ
自
動
車
板
金

工

久
保
田
消
由

一優
秀
技
能
者
一

位
人

V
写
真
師

星
見
邦
博
V
造
園
師

大

野
明
弘
V
板
金
工

崇
良
史
久
V
聾

具
職

鈴
木
澄
男
V
印
制
工

府
川

新
吉
、
角
田
和
弘
V
製
薬
衛
生
師

木

島
輝
則
V
豆
腐
製
造
職

栗
原
光
男

V
大
工
職

後
藤
政
雄
、
類
瀬
末
吉
、

鳥
越
文
夫
、
甲
斐
日
貴
男
V
左
官
職

勝
保
健
次
、
渡
部
久
雄
、
石
井
康
博

V
と
ぴ
職

森
和
久
V
配

管

エ

佐

身
木
雅
幸
、
大
竹
英
知
夫
V
畳
職
坪

井
修
V
塗
装
工

西
川
美
徳
V
表
具

-
応
募
規
定

①
呆
発
表
作
品
②
部

門
ご
と
に
別
の
は
が
き

(
持
は
側
字

づ
め
原
稿
用
紙
)
を
使
う
①
か
い
骨

で
わ
か
り
や
す
く
、
ふ
り
が
な
を
つ

け
て
④
部
門
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
勤
務
先
(
学
校
名
)
を
は
が
き

の
表

(詩
は
別
紙
)
に
記
入

-
締
め
切
り

日
月
初
日

(木
)

-
応
募
先

社

会
教
育
課

(〒
矧

l

蜘
浅
間
町
9
1
1
・
宮
お
1
8
1
2

3
)
 

師

m
H
柳
河
太
郎
、
磯
部
仁
V
理
容
師

石
川
末
男
、
向
山
辰
雄
V
調
理
師

高

凹
親
子
、
杉
本
印
刷
璃
子
、
平
回
全
、
松

本
股
V
食
肉
技
術
師
和
田
紀
彦
、
栢

之
間
照
男
V
洋
服
仕
立
師

須
藤
チ

ヨ
V
タ
イ
ル
エ

熊
谷
勝
利
V
電
気

工
事
士

伊

藤
文
彦
、
佐
藤
伸
一

V
電

子
修
理
技
術
士

吉
川
栄
治
V
自
動

車
整
備
士

二
見
治
夫
、
永
作
正
信
、

演
門
興
志
雄
、
西
岡
和
則
、
中
丸

一

郎
V
食
品
衛
生
責
任
者
滝
川
開
筑
雄
、

小
部
公

一

FIRE NEWS 

ごち句、ひ内つ1>"r I I 
119番は正しく使いましょう

火災や救急で fl19喬」を利用する場

合には、次のことをお伝えください。

① 火 災か救急か②場所と目標物③「だ

れ がJfいつJfどこでJfどう した」④ あ

なたの名前とお使いの電話番号

最後に、救急車が来るまでにするこ

とを聞いて、救急車を待ってください。

落ち着いて正確に話すことが救急車の

到泊するまでの時聞を短くします。

く連載③〉

Q蜜j
青少年健全育成のつどい

第25回青少年健全育成のつどい

1>会 場

1>内 容

【第l部】 青少年健全育成功労者表髭

【第2部】 膏少年の活動報告 l )J“E酒・ ~ .:a.‘ 
少年の主張作文コンクール最優秀賞作品朗読発表、青少年海外派遣

団報告、海洋少年団派遣報告

【第3部】記念公演

真土つ子ふれあい合唱団「ぞうれ っしゃがやってきた)

11月の青少年健全育成強調月間にあわせ、

を開催します。入場は自由です。ぜ

ひ、ご来場ください。

じ〉 日 時 llJ弓26日(日〉

午 後O時50分-3時40分
中央公民館

消防署(宮21-3240)固I河川…… 一 問 問 救 急 の1
お問い合わせは、包をご利用ください 1 

地域の大人が子どもたちの成長のために伺ができるかを一緒に考えて

みませんか。参加は自由です。1>日時 11月19日(日)午後1時-4時15分
1>会 場 江 陽中学校体育館 1>講師明石要ーさん(千葉大学教授)

1>定員 300人(先着順) 1>持ち物 上騒ぎ

青少年課(ft 32-7029) 

平憲市地域教育カネットワーク協議会「活動報告と講演会j

地域の教育力を高める工夫を学ぼう
。問い合わせ先指導室(宮35-8120)

国



霊決完¥ 回平成12年11月15日
電 話23・1111・35・11 1 1 平塚市役所

市
税
や
、
収
益
事
業

(
競
輪
芯
ど
)
収
入
が

滅
。
全
体
で
は
前
年

度
比
二
・
三
%
の
滅

。
自
主
財
源

税
金
や
使
用
料
・
手
数
料
な

ど
の
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き

る
財
源
の
こ
と
。
自
主
的
な
行

政
運
営
を
進
め
る
に
は
、
そ
の

碓
保
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。平

成
十

一
年
度
の
平
塚
市
の

自
主
財
源
比
率
は
七
人

・
三
%

と
全
国
的
に
見
て
高
い
レ
ベ
ル

に
あ
り
ま
す
が
、
前
年
度
に
比

べ
る
と

0
・
三
ポ
イ
ン
ト
減
り

ま
し
た
。

。
市
税

市
民
税
と
固
定
資
産
税
で
八

八
・
九
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

全
体
で
前
年
度
比

一
・
一ニ
%
の

減
。
市
民
税
は
減
税
と
張
気
低

迷
の
影
響
で
六
・

一二
%
減
り
ま

し
た
。
固
定
資
産
税
は
ニ
・
一

%
増
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
地

価
高
騰
時
に

一
度
に
税
を
引
き

上
げ
ず
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て

鯛
挫
し
て
い
る
た
め
で
す
。

。
諸
収
入

競
輪
事
業
収
入
の
落
ち
込
み

な
ど
に
よ
り
、

一一

・
五
%
減

り
ま
し
た
。

。
市
慣

学
校
や
道
路
な
ど
の
大
き
な

施
設
を
建
設
す
る
場
合
に
借
り

入
れ
る
資
金
の
こ
と
。
長
期
に

わ
た

っ
て
利
用
さ
れ
る
施
散
の

建
設
費
用
を
、
現
在
だ
け
で
な

く
、
将
来
の
利
用
者
に
も
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
公
平
で

あ
る
こ
と
、
建
設
費
用
を

一
度

に
払
う
こ
と
は
財
政
的
に
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
金
の

一

部
を
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は

「市
の
借
金
」
と
な

り
ま
す
が
、
国
の
減
税
に
伴
、
っ

「
減
税
補
て
ん
債
」
以
外
は
施

設
建
設
の
た
め
に
借
り
入
れ
て

お
り
、
家
庭
で
い
え
ば

「住
宅

ロ
l
ン
」
に
近
い
も
の
で
す
。

一
般
会
計
で
は
、
十
六
億
四

千
七
百
六
十
九
万
円
を
借
り
入

れ
ま
し
た
が
、
前
年
度
比
で
は

五
五
・
五
%
減
り
ま
し
た
。
年

度
末
の
借
り
入
れ
残
高
は
四
百

八
十
七
億
四
千
七
百
九
十
九
万

円
で
、
前
年
度
比
で
二
十
八
億

一
千
四
百
三
十

一
万
九
千
円
減

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
特
別
会
計
で
は
、
下

水
道
建
設
事
業
な
ど
に
四
十
八

億
六
千
七
百
五
十
万
円
を
借
り

入
れ
ま
し
た
。
九
つ
の
特
別
会

計
を
合
わ
せ
た
年
度
末
の
借
り

入
れ
残
高
は
七
百
八
十

一
億
三

千
四
百
八
十
九
万

一
千
円
で
、

前
年
度
比
で
二
十

一
億
五
千
七

百
六
十
八
万
八
千
円
増
え
て
い

ま
す
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
借
り
入
れ
残
高
を
市
民

一
人
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、

五
十
万
七
百
三
十
六
円
で
、
前

年
度
に
比
べ

二
千
百
九
十
六
円

減
っ
て
い
ま
す
。

• 

特
別
な
事
業
を
実
施
す
る
場

合
や
、
料
金
収
入
を
も
っ
て
特

定
の
事
業
を
行
う
場
合
な
ど
に
、

経
理
を
明
碓
に
区
別
す
る
た
め

一
般
会
計
と
は
別
に
特
別
会
計

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
平
塚
市

で
は
九
つ
の
特
別
会
計
を
設
け

て
お
り
、
そ
の
歳
出
総
額
は
七

返る

~今回は、平成11年度決算のポ

します。芯お、金額は原則とし

掴捨五入しているため、合計が

ろがあります。

百
三
十
一
億
六
百
七
十
七
万
九

千
円
で
前
年
度
比
四
・

O
%、

二
十
八
億

一
千
三
百
八
十
四
万

六
千
円
増
、
え
ま
し
た
。

主
な
特
別
会
計
の
歳
出
決
算

額
と
内
容
は
次
の
と
お
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

~ 

R兄

業

輪

事

〈
前
年
度
比
三
・
四
%
の
増〉

市
中
券
売
上
金
は
前
年
度
に
比

+EPは 2年以
上の継続事業主な事業と決算額

園
田
副

投
資
的
経
費
が
減
、

園
田
園

扶
助
賓
が
増
。
全
体

園
膚
舗

で
は
前
年
度
比
二

・

圃
翫
幽

一
%
の
滅

。
按
寅
的
経
費

学
校
や
道
路
の
整
備
な
ど
に

使
わ
れ
る
経
費
の
こ
と
。
真
土

金
目
線
改
良
事
業
な
ど
の
減
に

よ
り
、
前
年
度
比
で
二
六
・
一
%

減
っ
て
い
ま
す
。

ベ
五
・

二
%
増
え
ま
し
た
が
、

収
益
率
は

0
・
三
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
へ
は
、

前
年
度
に
比
べ
四
億
三
千
万
円

少
な
い
十
二
億
二
千
万
円
を
繰

り
出
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業

国庫支出盃
8.7% 

補修維持費
1.3% 

。
人
件
賓

期
末
勤
勉
手
当
な
ど
を
減
ら

し
ま
し
た
が
、
退
職
者
が
増
え

た
こ
と
に
伴
い
退
職
手
当
が
増

え
、
前
年
度
比
で
0
・
二
%
増

え
ま
し
た
。

。
扶
助
費

生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉
法
、

老
人
相
祉
法
に
基
づ
い
て
支
給

さ
れ
る
費
用
の
こ
と
。
前
年
度

合
は
四
0
・
五
%
で
す
。
こ
の

保
険
税
の
収
納
率
は
七
三

・

O
%
で
、
前
年
度
に
比
べ

ニ
・

三
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
か
ら
は

「収
納
率
の

低
下
が
蝦
念
さ
れ
る
」
と
意
見

が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

下

水

道

事

業

〈
前
年
度
比
一

0
・
三
%
の
減
〉

全
事
業
認
可
面
積
に
対
す
る

進
ち
よ
く
率
は
九
三
・
O
%
で

前
年
度
に
比
べ
四

・
三
ポ
イ
ン

ト
拡
大
し
ま
し
た
。

比
で
四
・
五
%
増
え
、
初
め
て

一
O
%
を
超
え
ま
し
た
。

。
公
慣
費

借
り
入
れ
金
の
返
済
に
あ
て

ら
れ
る
経
費
の
こ
と
。
過
去
に

実
施
し
た
大
規
模
事
業
に
伴
、
っ

市
債
の
元
金
償
還
の
開
始
、
お

よ
び
繰
り
上
げ
償
還
の
実
施
に

よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
ニ
・
二
%

増
え
ま
し
た
。

事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

一

般
会
計
か
ら
四
十
七
億
五
千
万

円
を
繰
り
入
れ
、
市
債
を
三
十

五
億
五
千
七
百
五
十
万
円
借
り

入
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市

債
の
年
度
末
の
借
り
入
れ
残
高

は
七
百
二
十
四
億
三
千
四
百
二

十
一
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

監
査
委
貝
か
ら
は

「市
債
の
未

償
還
金
の
累
増
、
受
益
者
負
担

金
お
よ
び
使
用
料
の
収
納
車
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
意
見

が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

子育て支援センター
(須賀保育園 2階)

宮・FAX21-7639
0子育ての相談 ・情報提供

毎週月~金曜日 9時30分~

16時(第3月曜日午後除く)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

236-6013 
。来所 毎週月~金曜日10時

-17時

く〉電話 毎週月~土曜日 9時

-17時(第24土曜日を除く)

子育て支援
センター
・・・・・・圃-

国道134号

霊平忽駅

刷会館 2室館

盟Z、口
セも
ン数

?育
市民 ー
センター

15時。健康(相談員は保健婦)

毎週月~金曜日9時30分-16時
健康相談

(保健センター)

ft34-0311 
福祉会館

青少年相談室
(市民センター2階)

834-7311 
。青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金随

日10時-17時
ゐゐてl，J'PhYし

く〉ヤングテレホンft33-7830

(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は13時)-18時30分

く〉電話 毎週月~金曜日10時

-16時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分-10時30分

。子どもの発達・発育の相談

ー毎週月-水-金曜日10時~

15時

※来所相談は予約制

療育相談室
(豊田分庁舎)

ft • FAX32 -2738 

く〉専門(法律-住宅、要予約)

12月14日(木)10時-12時

。生活支援 毎週月~金曜日

8時30分-17時

く〉ボランティア 毎週月~金

曜日 8時30分-17時

。母子 毎週月~金曜日 9時

-16時

。家庭児童 毎週月~金曜日

9時-16時

。婦人 12月14日(木)10時~

ft33-2333 

11月28日

く〉手話案内 毎週金曜日 9時

-12時30分

く〉建築設計・耐震・パりアフリー

11月20日(月) 13時-16時

く〉高年齢者職業 11月21日

(火)、 12月 5日(火)、 12日

(火)9時-12時

。許認可各種届出

(火)13時-16時

。一般市民 毎週月~金曜日

9時-16時

保健福祉総合相談
(市役所 1階)

221-8779 
。来所・電話毎週月~金曜

日8時30分-17時

〉平塚市文化財団設立 6.758万円

〉介護保険制度準備 9.418万円

〉町内福祉村構想モデル事業推進 202万円

〉老人福祉施設入所委託 13億 9.117万円

〉在宅老人対策 8億4.931万円

〉ねたきり老人対策 2億 2.256万円

〉老人医療費助成 2億 5目858万円

〉身体障害者福祉対策 6億3.425万円 ・ = ̂ - ~ 
〉知的障害者福祉対策 9億4加 4万円 :歳京 C%被璽

- ・入イで ( 保 守
〉青少年健全育成フォーフム開催 328万円 :にン 、 八険 喜

〉民間保育所助成 4億 7.458万円 L保ト前万者 止

〉身体障害者療護施設整備 8.311万円 ?緊空襲 手 話 三
〉小!尼医療費助成 2億4.902万円 二がてに六民 区

> I S014001認証取得事業 880万円 :宮室史E2盃
〉リサイクルプラザ建設準備 578万円 :るす ー 十 三 号
静環境事業センター 夕、イオキシン対策 ・制 。 ・ー ・

5億 4.769万円

〉ケナフ栽培の普及 190万円

炉真土金目線整備 5憶 6.618万円

〉一般市道 改良 1憶6.402万円

〉狭あい道路整備 2億 8.296万円

〉コミュニティ道路整備 6.329万円

〉市道平塚山下線ー萩原八幡線・東豊田工業

団地線整備 4憶 1.818万円

〉仮称縄緑道整備 3億3.997万円

〉田村地区街区公園整備 1億 5.824万円

〉公所谷戸住宅建て替え 1億 7.183万円

〉万田貝塚住宅整備 3，772万円

〉消防署南原出張所改築 l億 5綿 6万円

〉小学校地震対策 1億 5.228万円

〉横内小学校改修 4憶 2.035万円

惨金旭中学校ブール新改築 l億 4.231万円

〉スクールカウンセラ一関係 1.556万円

〉ふれあい教育活動推進 1.736万円

砂大原公民館整備 3億 7.753万円

市民相談室
(市役所 1階)

223-1111内線2293
0人権 11月21日(火)、 12月

5日(火)13時-16時

。行政 12月 5日(火)、 2月

6日(火)13時-16時

。一般法律 (予約制) 毎週水

曜日と毎月第4木曜日13時

-16時

。登記・供託・測量

(金)13時-16時

。住宅新改築 11月21日(火)、

12月19日(火)13時-16時

く〉発明・考案・特許 12月11日

(月)10時-15時

く〉労働 12月14日(木)、 1月11

日(木)13時-16時

。下請け取り引き 11月16日

(木)、 12月21日(木)13時30

分-16時

。年金・社会保蹟・労災

12日(火)10時-15時

く〉消費生活 毎週金曜日 9時

-16時

12月8日

12月

あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い



/'平成11: 第683号 (1日 ・15日発行)広報ひ5っか回

平成11年度のまちづくりを振

ました。

イントを

て万円単

合わない

私たちが納めた税金などが、どのようなこ

とに、どれく 5い使われているかご存じでし

ょうか。平成11年度の平塚市決算が、市議会9

月定例会に上程され、特別委員会で審議され

市税

173，964円(ー2，081円:
土木費

55，295円 (-8，872円)
民生費

68，401円 (+5，316円)

(市民税や固定資産税など

市債
6，503円 (-8，094円)

一般会計の目的別歳出およ
入を平成12年3月31日の人口
253.393人で割った金額 ・かっこ
内は前年度比

平
塚
市
で
は
、
財
政
状
況
の

分
析
に
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

(貸

借
対
照
表
)
を
導
入
し
ま
し
た
。

|平塚市のパ三ノスシートトl
方

【資産の部】

貸

【負債の部】

方借

こ
の
方
式
は
、
従
来
の
歳
入

・

歳
出
を
単
年
度
で
計
算
す
る
方

式
と
即
興
な
り
、

一
定
の
時
点
で

-固定負債(地方債など)

合計659憶8.702万円

-有形固定資産(公共施設

や土地芯ど)合計

2.817億 6.865万円

.投資等〈特定目的基金な

ー流動負債(翌年度償還予

53億 6.201万円

定額など)合計

。負債 合 計

ど)合計

125億 8.660万円

.流動資産(地方税未収金 713億4.903万円

の
す
べ
て
の
財
産
を
一不
す
会
計

方
式
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
は
現
金

【正昧資産の部】

。正昧資産(一般財源など)62億7.939万円

など)合計

合計2.292憶 8.562万円

@負債・正昧自室合計

3.006億 3.465万円

@資産合計

3.006憶 3目465万円

(道路や公園の整備など)

設万会袋臼匂

(高齢者や障害者の福祉など)

衛生費

30，187円 (ー3，080円)

諸収入

30，988円 (-3，997円)
公債費

26，137円 (+581円)

(ごみ処理、 医療の充実など)

教育費
33，939円 (+443円)

る
と
、
資
産
は
百
十
九
万
円
、

負
債
は
二
十
八
万
円
、
資
産
か

ら
負
債
を
引
い
た
正
味
資
産
は

九
十

一
万
円
と
な
り
ま
す
。

財
政
状
況
の
推
移
は

有
形
固
定
資
産
は
二
千
八
百

十
七
億
六
千
八
百
六
十
五
万
円

で
、
五
年
前
に
比
べ
て

一一

-

九
%
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
の
内

の
土
地
に
つ
い
て
は

一
千
七
十

四
億
七
千
七
百
七
十
五
万
円
で、

一一一

・
O

%
伸
び
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
形
成
の
財
源
は
、

市
債
に
依
存
す
る
こ
と
が
大
き

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
市
債

の
残
高
も
平
成
十

一
年
度
に
は

四
百
八
十
九
億
二
千
三
百
七
十

詳
し
く
は
情
報

コ
ー
ナ
ー
で

こ
の
決
算
に
閲
す
る
資
料
や

監
査
委
口
の

「蹴
入
蹴
出
決
算

万
円
で
、
ピ

I
ク
時
の
平
成
八

年
と
比
べ
て
五
十
六
億
円
以
上

減
少
し
て
い
ま
す
。
資
産
が
増

加
し
て
い
る
中
で
負
債
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
は
、
財
政
の
健

全
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

行
政
目
的
別
の
有
形
固
定
資

産
を
五
年
前
と
比
べ
る
と
、
民

生
授
、
衛
生
費
、
土
木
賀
、
消

防
費
の
伸
び
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
少
子
高
齢

化
対
策
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
ご

み
処
理
な
ど
の
環
境
対
策
、

震

災
対
策
に
対
応
し
て
き
た
結
果

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
先
財
政
課

宮
(引
)
8
7
6
5

審
査
意
見
件
」
は
、
市
役
所
三

階
の
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

av問
い
合
わ
せ
先

総
務
謀
情
報
公
開
担
当

宮
(引
)
8
7
6
4

A-A' A' A' A' A' A' A' A' 
A
V
 A--

A
V
 

• 
A. -A' A' A' A' A' A' A' A' A' A' A' A' A' 一WA'agAZ--A'A'agAZA--A'AZ---A'agAZ-

-
A
V
 A---v 

av -A' 
aV 

• 
A

・-
av 

• 
-

A

マA' a' 
A

マA' A' A' A' A' 
A

マA' 
A

マ

-A' 
(競輪事業からの繰入金な2(借入金の償還)(学校や給食調理場の運営など)

※
問
い
合
わ
せ
先

広
報
広
聴
課

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
動

F
さ
ん
は
、

M
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
で
す
。
週
二
日、

M
中
学
校
の
相
談
室

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
相
談
室
に
は
直
通
電
話

が
引
か
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
F
さ
ん
は
、
生

徒
や
保
護
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
録
管
さ
れ
て
い
な
い
か
を
確
認
し
ま
す
。

F
さ
ん
は
、
こ
の
日
の
午
前
中
、
保
護
者
の

A
さ
ん
と
面
接
し
ま
し
た
。
A
さ
ん
は
、
中
学

生
に
な
っ
て
急
に
無
口
に
な
っ
た
息
子
さ
ん
を

ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
、

F
さ
ん

と
と
も
に
考
え
て
い
ま
す
。

昼
休
み
に
な
る
と
、
大
勢
の
生
徒
た
ち
が
相

a
v
Z
L
ζ

ヲ

・

タ

ス

0
1
2
0
1
1
7
0
4
5
8
9
 

宮
(引

)
8
7
6
1

談
窓
一を
訪
れ
ま
す
。
F
さ
ん
に
見
守
ら
れ
る
中
、

み
ん
な
思
い
思
い
の
こ
と
を
し
て
過
ご
し
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
き
ま
す
。

一
時
半
、

二
年
生
の

B
さ
ん
が
来
室
。
B
さ

ん
は
数
か
月
前
ま
で
不
登
校
で
し
た
が
、
今
は

F
さ
ん
の
い
る
相
談
室
な
ら
安
心
し
て
笠
校
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

放
線
後
、
而
接
の
予
約
を
し
て
い
た
C
沼
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
友
達
関
係
で
不
安
に
な
っ

て
い
る
C
君
は
、

F
さ
ん
に
話
を
聞
い
て
も
ら

い
な
が
ら
、
自
分
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を

見
つ
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
雨
で
部
活
が
中
止
に
な
っ
た
か
ら

と、

三
年
生
の
女
の
子
が
三
人
来
室
。
ふ
だ
ん

は
テ
レ
ビ
番
組
の
話
題
が
多
い
仲
間
で
す
が
、

F
さ
ん
と
活
を
す
る
う
ち
に
、
す
な
お
に
語
り

合
え
る
よ
う
に
な
り
、
お
互
い
の
よ
さ
を
感
じ

あ
っ
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
活
動
す
る
相
談

室
は
、
市
内
十
五
か
所
の
す
べ
て
の
中
学
校
に

あ
り
ま
す
。

A'子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

銭
的
世
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
3

-
:
背
魚
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
ナ

ッ
ツ
類
な
ど
に
含
ま
れ
る

。。

こ
う
し
た
食
品
に
含
ま
れ

る
ビ
タ
ミ
ン
は
、
加
熱
に
よ

っ
て
損
失
し
や
す
い
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
加
熱

前
理
し
た
ほ
う
が
食
べ
や
す

い
分
、
位
的
に
も
多
く
と
れ
、

生
で
食
べ
る
よ
り
効
来
的
で

し
ょ
、
っ
。

さ
ら
に
、
寒
い
と
き
は
体

を
中
か
ら
温
め
る
働
き
の
あ

る
「
し
よ
う
が
」
や
「
ね
ぎ
」

な
ど
を
と
る
の
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。

寒
さ
に
負
け
な
い
食
事
で
、

今
年
も
冬
を
快
適
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

寒

さ

に

負

け

な

い

食

事

野
菜
に
含
ま
れ
る

マ
ビ
タ
ミ
ン

C

(抵
抗
力
を

高
め
る
働
き
が
あ
る
)
:・

染
物
、
き
ゃ
べ
っ
、
カ
リ

フ
ラ
ワ
ー
な
ど
に
含
ま
れ

る
マ
ビ
タ
ミ
ン

E

(皮
膚
の
老

化
を
防
ぐ
働
き
が
あ
る
)

季
節
の
変
わ
り
目
に
は
、

と
か
く
体
調
を
崩
し
が
ち
で

す
。
謀
一
く
な
る
と
空
気
も
乾

煉
し、

風
邪
や
冷
え
性
、
肌

荒
れ
な
ど
、
冬
特
有
の
ト
ラ

ブ
ル
が
出
て
き
ま
す
。

こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
は

一
日
三
回
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
と
、
十
分
な
睡
眠
が

必
要
で
す
。
中
で
も
食
事
を

通
し
て
積
極
的
に
と
り
た
い

も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
ビ
タ
ミ
ン

A
(皮
膚
や
粘

膜
を
正
常
に
保
ち
、
ウ
イ

ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
働
き

が
あ
る
)
・
:
ほ
う
れ
ん
草
、

か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
の
緑
黄
色

健
康
な
ん
で
も
相
談

健
康
に
つ
い
て
買
に
怒
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
あ
忽
た
の
髄
聞
に
、
保
健
婦
と
栄
聾
士

の
出
入
り
の
ほ
か
に
、
社
会
資

本
の
整
備
の
た
め
投
資
し
た
資

金
の
務
積
状
況
、
ま
た
、
そ
の

た
め
に
抱
え
て
い
る
負
債
の
状

況
な
ど
が
表
示
で
き
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
職
貝
の
企
業
的
経

営
感
覚
が
醸
成
さ
れ
、
財
糠
の

有
効
活
用
や
行
政
の
効
率
化
が

進
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
資
産
整
備
の
方
向
性
を

検
討
す
る
の
に
も
役
立
ち
ま
す
。

こ
の
方
式
に
基
づ
き
計
算
さ

れ
た
平
成
十

一
年
度
末
現
在
の

資
産
の
合
計
は
三
千
六
億
三
千

四
百
六
十
五
万
円
、
負
債
の
合

計
は
七
百
十
三
億
四
千
九
百
三

万
円
、
資
産
の
合
計
か
ら
負
債

の
合
計
を
差
し
引
い
た
正
味
資

産
の
合
計
は
二
千
二
百
九
十
二

億
八
千
五
百
六
十
二
万
円
で
す
。

こ
れ
ら
を
平
成
十

一
年
度
末

の
市
民

一
人
あ
た
り
に
換
算
す

が
お
答
え
し
ま
す
。
(
予
約
制
)

マ
日
時
間
ば
月
引
日
宋
・
)
午
前
9
時
却
分
i
H時

マ
会
場
・
南
申
し
込
み
先
保
健
セ
ン
タ
ー
〈
4
面

「
市
民
相
麟
」
欄
参
照
〉
念
(
羽
)
0
3
1
1

わたしたちの生活に欠くことができ芯い「飲み水」をテーマにシンポ

ジウムを聞きます。飲み水の安全性や水質 の 変化忽どについて専門家

と一緒に考えてみませんか。参加は自由です。!>日時 11月23日(祝)

午前 10時30分~午後4時 !>会場 寒川町民センター(寒川町富山)

飲み水か5桂川・相模川流域を考える

桂川|・相模川流域シンポジウム
。問い合わせ先環境政策課 (内線2266)
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